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今回はオール「県東部音楽科研究集会」特集号です 

9日（水）の富山県小学校教育課程研究集会 県東部音楽科部会（初年度）研究会では、３・４年生は

弁当の用意、１・２・５・６年生は昼過ぎの下校と、保護者、ご家庭及び地域の皆様にもご協力をいただ

き、ありがとうございました。無事大きな研究集会を終えることができました。今号では、まるまるその 

特集です。他校から参加された先生方のアンケート内容と写真が中心ですが、当日の様子を感じ取ってい

ただきたいと思います。 

★第 3学年「いろいろな音のひびきをかんじとろう」 

 「おかしのすきなまほうつかい」の曲に合わせて「まほうの 

音楽」を作るというのは 3年生では定番の学習ですが、今回、 

岡本先生は各グループで替え歌を作って、自分たちだけのまほ 

うの音楽のイメージがもてるようにと考えました。またその音 

楽の設計図（絵や記号を使った楽譜のようなもの）をボードに 

貼って確かめたりタブレットを使って自分たちの音楽をその都 

度録音・録画したりできるようにしていました。 

 この日、子供たちは体育館の 6カ所に分かれ、各自が自分の 

選んだ楽器を担当して音を重ね、何回か繰り返しながら「まほ 

うの音楽」を仕上げていきまし 

た。先生がグループを回りなが 

らアドバイスをしたり、全員で 

1つのグループの中間発表を聞 

いたりする場面もありました。 

自分たちでボードの付せん紙を 

動かして、計画を練り直すグル 

ープもあり、子供たちの学ぶ姿 

が各所で見られました。 

＜参観者の感想＞※アンケート  

・自分たちの考えた歌詞の感じの 

 音を考えるといったところが主 

 体的な学びにつながっていた。 

・自分で楽器を選び、表したい様 

 子を音で表すという場が確保さ 

 れ、グループの中の自分の役割がちゃんとあると感じた。 

・タブレットを活用することで、何度も繰り返して音楽づくりが 

 できていました。また教師の切り返しによって子供たちが活発 

 に発言できて素敵だと思いました。 

・どの子も自分の考えたイメージに合う音になるように意欲的に 

                取り組んでいた。演奏のための掲示ボードや演奏の録画などは評価に  

                もつながる工夫だと感じた。 

               ・先生がグループに入ると子供たちの思いが一気に明確になったと感じ 

                ました。ねらいにせまる声かけがされていたからだろうと思います。 

               ・岡本先生の熱心な子供への関わりを見させていただき、日頃からの学 

                級経営のよさが感じられた。今日までの準備お疲れ様でした。 

               ・授業者の情熱を感じました。 
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★第 4学年「ちいきに伝わる音楽に親しもう －こきりこ－ 」 

「こきりこ」は全国的にもかなり有名な民謡の一つであり、教科書教材 

としてもバッチリ使われています。声の揺れや繰り返される囃子（はやし） 

言葉、独特の和楽器等、特徴がいろいろあります。そうした民謡の特徴や 

演奏のよさに気付き、地域に伝わる音楽に親しませたい、というのがこの 

学習のねらいです。 

 そして今回の目玉として、教科書にも顔写真とインタビュー記事が取り 

上げられている「越中五箇山こきりこ保存会」の方にゲストティーチャー 

として来ていただけることになりまし 

た。これは、飛弾教頭先生による直接 

交渉（夏休み中に実際に五箇山集落ま 

で行っていただきました！）と、平野 

先生による電話での事前打合せ（何回 

も行っておられました！）の成果です。 

 この日、子供たちは授業の後半に会 

場に現れた保存会の方々の姿に驚き、 

教科書の楽譜や民謡のＣＤとは違う、生の歌と演奏を聴き、感動 

していました。最後は「びんざさら」を手に、音を鳴らしながら 

皆で「こきりこ」を歌いました。 

＜参観者の感想＞※アンケート 

・旋律の動きを体の動きでも表 

 現することで、こどもたちは 

 しっかりととらえることがで 

 きていた。 

・「こきりこ」を調べたりＣＤ 

 を聴いたりするだけでなく、 

 岩﨑喜平さんの生演奏や説明 

 を聴くことで、より身近なものとして捉えることができた。子供 

                たちは一生忘れないと思う。一緒に歌ったり演奏したりできたのもよ 

                かった。 

               ・生の演奏に勝るものはないと改めて学びました。ゲストティーチャー 

                の登場等、私自身もワクワクした授業構成でした。 

               ・感想を書きためる「お手紙貯金」というのがユニーク。目的意識がは 

                っきりしているので書こうという意欲がわいてくると思う。 

               ・学級の雰囲気がとてもよかった。担任の平野先生と子供たちとのよい 

                関係が伝わり、日頃の学習の積み 

                重ねが感じられた。 

・子供たちが素直につぶやき、思いを発言できる素晴らしい学級の土 

 壌を感じました。 

学校へのうれしいメッセージと思われる感想もいただきました。 

・この日を迎えるまでに学校全体が一つになりがんばってこられたこ 

 とがよく分かりました。みんなでがんばるって大切ですね。 

・音楽を楽しみ、生活を豊かにしていく子供を育てていけるように取 

 り組んでいけたらと思う。今日の学びを生かしていきたい。 

・荻生小学校の先生方、お疲れ様でした！ 

たくさんの皆様にご指導・ご助言、ご支援・ご協力、そして温かいメッセージをいただき、ありがとうご

ざいました。これからも子供たちのよい学びのために、前向きに研究を続けていきます。 

        ※シリーズ「教室におじゃまします」、おまけのひとりごと はお休みします。 


